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福  

縁 
        

五
重 

  

今今
年年
のの
主主
なな
行行
事事  

▼
春
の
彼
岸
法
要 

３
月
２１
日
（
木
） 

午
後
２
時 

▼
法
然
上
人
ご
生
誕
日 

４
月
７
日
（
日
）
午
前
９
時 

国
宝
御
影
堂 

平
成
大
修
理 

落
慶
記
念
団
体
参
拝 

◆
長
寿
院
で
は
今
年
、
四
年

ご
と
の
団
体
参
拝
旅
行
の
年

に
あ
た
り
ま
す
。
幸
い
に
し

て
１３
年
の
歳
月
を
経
て
、
完

成
し
ま
し
た
御
影
堂
の
落
慶

記
念
法
要
に
当
た
り
ま
す
。

◆
落
慶
法
要
期
間
は
、
今
年

の
５
月
１
日
～
１０
月
１５
日

で
す
。
こ
の
落
慶
記
念
に
あ

わ
せ
て
10
月
12
日
・
13
日

の
両
日
に
知
恩
院
参
拝
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
檀

信
徒
皆
様
に
は
ま
た
と
な
い

機
会
で
す
の
で
ご
参
加
頂
き

ま
す
よ
う
ご
案
内
致
し
ま
す
。 

◆
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は

３
月
の
お
彼
岸
後
に
な
り
ま

す
。 

平
成
１９
年
11
月
18
日
19
日 

参
拝
時
の
修
理
模
様 

                  

大
棟
東
瓦 
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大
本
山
増
上
寺 

 
令
和
二
年
度 

御
忌
大
法
要 

◆
大
本
山
増
上
寺
で
は
令
和

２
年
４
月
２
日
か
ら
７
日
ま

で
の
６
日
間
、
御
忌
法
要
が

行
わ
れ
ま
す
。
御
忌
法
要
と

は
法
然
上
人
の
亡
く
な
っ
た

日
を
偲
ん
で
営
む
法
要
で
す
。

も
と
も
と
命
日
の
１
月
２５
日

に
法
要
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
明
治
１０
年
か
ら
４
月
に

変
更
に
な
り
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。 

◆
４
月
７
日
に
は
御
代
理
導

師
を
山
梨
教
区
、
甲
府
組
、

教
安
寺 

高
栁
了
志
上
人
が

お
勤
め
に
な
り
ま
す
。
山
梨

教
区
に
と
っ
て
も
希
有
の
慶

事
で
あ
り
、
教
区
あ
げ
て
の

支
援
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
長
寿
院
で
も
７
日
の

御
忌
法
要
に
組
割
当
人
数
の

４
名
と
し
て
現
総
代
と
前
総

代
が
参
加
し
ま
す
。 

  
 

         

 

昨
年
の
御
忌
法
要 

今
年
の
主
な
行
事 

▼
春
の
彼
岸
法
要 

・
３
月
２０
日  

・
午
後
２
時 

▼
法
然
上
人
ご
生
誕
日 

 
 

・
４
月
７
日 

▼
釈
迦
ご
生
誕
日 

・
４
月
８
日 

 

・
午
前
９
時 

▼
お
盆 ・

８
月
１３
日
～
１６
日 

▼
秋
の
彼
岸
会
法
要 

・
９
月
２２
日  

・ 

午
後
２
時 

▼
施
餓
鬼
会
法
要 

 
 

・ 

11
月
８
日 

▼
除
夜
の
鐘 

・
１２
月
３１
日 

・
午
後
１１
時
３０
分 

◆
令
和
二
年
年
回
表 

一
周
忌     

平
成
三
十
一
年 

 
 
 
     

令
和
元
年 

三
回
忌     

平
成
三
十
年 

七
回
忌     

平
成
二
十
六
年 

十
三
回
忌  

平
成
二
十
年 

十
七
回
忌  

平
成
十
六
年 

二
十
三
回
忌 

平
成
十
年 

二
十
七
回
忌 

平
成
六
年 

三
十
三
回
忌 

昭
和
六
十
三
年 

 
 

年
忌
を
迎
え
ら
れ
る
家
は
本

堂
内
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。 

◆ 

ご
法
事
の
お
申
し
込
み 

な
る
べ
く
早
め
に
お
願
い

し
ま
す
。 

◆ 

お
墓
は
大
切
な
ご
先
祖
様

が
祭
ら
れ
て
い
る
場
所
で

す
。
環
境
保
全
に
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。 
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●
除
夜
の
鐘 

１２

月

３１

日
、
恒
例
の
「
除

夜
の
鐘
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
午
後

１１
時

３０

分

か
ら
撞
き
始
め
ま
し
た
。
参

拝
者
は
百
八
つ
の
鐘
に
ゆ
く
年

を
振
り
返
り
、
来
る
年
に
気

持
ち
も
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。 

今
年
は
お
か
げ
さ
ま
で
近

年
に
な
い
大
勢
の
老
若
男
女

の
参
拝
者
に
お
出
で
頂
き
ま

し
た
。 

 

  

 

     

         

  

   

  

 

                

 

      

               

 



 

 

◆ 
寒
山
學
校
に
つ
い
て
◆ 

境
内
奥
に 

１９３７
（昭
和
１２

年
）年
に
卒
業
生
が
建
て
た
謝

恩
碑
が
あ
り
ま
す
。
碑
の
高

さ
は
２．９
メ
ー
ト
ル
、
幅
１．３

メ
ー
ト
ル
。
扁
額
は
浄
土
宗
大

本
山
増
上
寺
大
僧
正
大
島
徹

水
師
撰
文
は
東
京
柴
山
川
崎

三
郎
、
碑
文
は
祖
洞
林
大
済

嘱
書
撰 

▼
 １９９１
（平
成
３
年
）年
に

は
深
山
友
雄
氏
が
謝
恩
碑
の

和
訳
説
明
看
板
を
寄
付
し
て

頂
い
た
。 

 
 

 
 

 
     

 

以
下
は
和
訳
文
で
す
。 

身
は
方
外
に
在
り
て
学
堂
を

創
立
し
育
英
自
ら
任
じ
て
終

始
一
の
ご
と
し 

郷
闔
嚮
化
し

以
て
文
運
を
裨
補
す
。 

寒
山

前
田
定
運
師
の
ご
と
き
は
安

（謝
恩
碑
と
和
訳
説
明
板
）

ん
ぞ
そ
の
徳
を
揚
し
て
之
を

勒
せ
ざ
る
を
得
ん
や 

師
は
長

州
の
人
な
り 

明
治
四
年
三

月
十
日
を
以
て
生
ま
る
る
考

諱
は
兼
蔵
妣
は
神
出
氏 

師

は
そ
の
五
男
な
り
幼
に
し
て

聡
敏 

出
塵
の
志
有
な
り 

浄

土
宗
長
命
寺
前
田
慈
仁
を
投

り
て
出
家
す
二
十
四
年
笈
を

負
ひ
て
東
上
し
増
上
寺
竟
譽

大
僧
正
に
従
ひ
て
宗
戒
両
脉

を
受
く 

師
は
自
ら
足
る
と
為

さ
ず 

哲
学
館
に
入
り
て
発
憤

講
学
内
外
諸
典
に
洞
通
し 

そ
の
業
を
お
へ
て
大
学
得
業
士

の
号
を
得
た
り 

嘗
峡
に
遊
び

永
井
誠
本
に
師
事
す 

推
さ

れ
て
長
寿
院
住
職
と
な
り
権

大
僧
都
に
任
ぜ
ら
る 

是
よ
り

先
師
は
寒
山
学
舎
を
興
し
子

弟
を
薫
陶
す 

遠
邇
よ
り
来

た
り
て
学
ぶ
者
跡
を
絶
た
ず 

明
治
三
十
九
年
寒
山
学
可
を

得
て
校
舎
を
新
設
す
。 

大
正

二
年
第
二
校
舎
を
増
築
し
又

女
学
校
を
創
設
し
両
学
校
長

を
兼
任
す
。 

独
力
経
営
終

始
力
を
つ
く
し
と
し
て
僊
ま
ず 

浄
土
宗
管
長
孝
譽
大
僧
正
之

を
聞
き 

学
事
奨
励
金
を
出

し
之
を
襃
賞
す 

校
友
謝
恩

の
会
を
設
け
金
襴
袈
裟
一
領

を
贈
る 

昭
和
二
年
七
月
一

日
病
に
罹
り
て
化
す
春
秋
五

十
七 

師
は
天
資
敦
厚
厳
以

て
己
を
持
し
公
以
て
事
を
處

し
子
弟
を
導
く
に
徳
を
以
て

す
流
風
馨
る
が
ご
と
く
桃
季

こ
み
ち
を
成
す 

頃
者
門
人
た

が
い
に
謀
り
碑
を
建
て
こ
れ
を

不
朽
に
伝
へ
ん
と
欲
し
来
た
り

て
余
に
文
も
も
と
む 

固
辞
す

る
も
可
な
ら
ず 

乃
ち
之
に
繋

ぐ
に
銘
を
以
て
す 

銘
に
曰
く 

蹇
々
躬
を
匪
し 

育
英
国
に
報
ず 

於
戯
若
人 

誰
か
徳
を
仰
が
ざ
ら
ん
東
京 

 

柴
山
川
崎
三
郎
撰
祖
洞
林
大

澄
嘱 

昭
和
十
二
年
十
月 

寒
山
学

校
卒
業
生
有
志
一
同 

    
 
 
 
 
 
 

（
校
舎 

 
 
 

   

   

校
舎 


